
実施日　　　　　　　平成３０年６月４日（月）　　１４：００～１６：００

会議実施会場　　　　介護老人保健施設　スカイ

参加人数　　　　　　　８施設　　　　１３名　　参加

ハートケア横浜小雀、ライフモア保土ヶ谷

千の星・よこはま、グリーンワーフ東戸塚、リハパーク舞岡

ユトリアム、スカイ、うららの里

議事項目　　　　　　　介護報酬改定に伴う核施設の取組について

内容

A施設

在宅復帰率は３０％台を維持し、ベッド回転率を低下させないようにしている。

将来的に超強化型への移行をめざしている。 

B施設

褥瘡・排泄に関しての加算は申請していない。理由としては、返戻になる

可能性があり、他の施設で取り組んでいる所があれば教えてほしい。

C施設

今回の法改正で、現場では何をすればいいのか、分かりにくい。

現在は基本型。看取りも実施しているが、在宅復帰にも挑戦していく。

D施設

４月から褥瘡・排泄加算の取組を開始。プランを作成している。

改正後、病院からの入所も減少傾向にある。

E施設

施設方針で基本型となっている。４月から排泄・褥瘡・口腔衛生管理加算

入所前後訪問指導、退所前後訪問指導をこれから実施していく。

F施設

加算型から強化型を目指している。褥瘡・排泄は４月以降変更していない。

入所前後訪問指導や退所前後訪問指導に現場も参加してほしいと依頼があっ

G施設

強化型を目指している。退所前後訪問指導はケアマネと介護で実施している

低栄養リスク加算を算定しており、褥瘡マネジメント加算も算定している。

H施設
４月より強化型を算定。褥瘡・排泄加算の算定に向けた準備をしている。
在宅復帰率が増加する一方で、ベッド稼働率が低下している。
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